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　どの大学にも図書館はあります。図書館のない大学はチーズを切らしたピザ屋
のようなものです。それくらい、図書館は大学として当然の施設であり、あたり
まえの環境だと言えるでしょう。しかし、“あたりまえ” がじつは “あたりまえ” で
も何でもなく、むしろとても特殊であったり稀有であったりすることはないでしょ
うか。
　学生のみなさんにとって、大学のキャンパス環境は入学以前からすでに存在し
ており、整備されていて当然と感じても不思議はありません。問題は、一旦ある
ものごとを当然だと思うと、その意義をわざわざ意識しなくなり、ありふれた風景
の一部として漠然とそこにあるだけのように見てしまうことです。その典型例が大
学図書館かもしれません。「おれ、きっと一度も図書館に行かずに卒業すると思う」
「え、まじ？」「だって、使うことないでしょ？」……先日、学内の食堂で耳にし
た学生たちのやりとりが思い返されます。ちなみに、最初の発言をした学生は、
図書館を利用せずに卒業するのが勲章であるかのように、いかにも堂 と々語って
いたのでした。
　目の前にスゴイものがあるのにそれに気づかないというのは、いかにももった
いないことです。では、どれほど龍谷大学図書館はスゴイのか。たとえば、蔵書
数は200万冊を超えますが、日本で龍大以上の蔵書がある図書館を有する大学
はほんのわずかです。「学生一人あたりの冊数（蔵書数／学生数）」は約 110
冊で、関西主要大学のなかでもっとも多いことを知っていますか。あるいは、「1
席あたりの学生数（学生数／座席数）」は7人となり、同じく関西主要大学の
なかでもっとも少ないのです。もちろん、他大学との単純な数値比較から言いう
ることはかぎられますし、改善すべき点もあるものの、恵まれた学修環境にある
ことはたしかです。そのほか、図書館ホームページからオンラインで利用できる
多種多様なデータベースや電子ジャーナルなども貴重です。あるデータベース講
習会で講師が、「こんなに充実したデータベースを無料で自由に使えるのは大学
図書館ぐらいのもの。会社ではありえない。それを利用しない手はない」と語っ
ていたのが印象的です。まずは、こうした恵まれた図書館のすごさに少しでも気
づいてください。そうすれば、せっかくだからもっと使ってみよう、活用しないの
は損だと思うはずです。そして、積極的に利用すればするだけ、図書館のすごさ
はいっそう増していくにちがいありません。
　図書館は学生のために存在します。その価値は学生自身が見出し、作り上げ、
高めていくものです。従来、アルバイト・スタッフとして図書館運営に携わる学
生がいましたが、さらに昨年 12月には学生ボランティアによる「ライブラリー・
サポーター」制度が発足しました。また、学生が書店に出かけて本をハンティン
グする「選書ツアー」を実施したり、「ビブリオバトル」というゲームを開催する
など、学生参加型イベントも展開しています。こうした学生の活躍を通じて、図
書館がみなさんにとっての最適の居場所あるいは知的活動の場として気軽に、そ
して活発に利用してもらえるようになることを期待しています。
　いま、龍大図書館は大きく変わろうとしています。来春、深草学舎に完成予
定の新たな図書館は、学生の主体的な学習を支援する「リサーチコモンズ（仮称）」
を開設するなど、利便性と快適性を高めた “知の広場” をめざします。瀬田図書
館も大宮図書館も、さらなるバージョンアップに向けた検討を進めています。む
ろん、学生が利用しなければ意味はありません。大学図書館の主役は学生だか
らです。
　図書館はほんとうにスゴイ―こんな声がみなさんから湧き起こる日もきっと
近い、そう私は信じています。

龍谷大学図書館長
安藤　徹

大学図書館、
スゴイんです

2015 年 4月、深草キャンパスに
新図書館が誕生します！

着々と
進行中

（2013年 12月現在）



　最近、「ビッグデータ」なんて言葉も流行り、データの分析＝数学がビジネスシーンで必要だ、とか
も言われます。ただ、道具として数学が必要だからといって、How toだけを学ぶのはつまらない。そ
こで、お勧めしたいのが「数学ガール」（本書は「数学ガール」シリーズの第一巻）。数学についての
ライトノベルです ?! と言われても内容が想像できない？内容は、数学＋青春＋ツンデレ＋妹系みたい
な．．．この国はどんなジャンルも漫画にしてしまう Cool Japan なので、そういった方向だと思って
ください。実際にコミック版もあります（内容は数学よりも青春・恋愛中心）。本書はライトノベルと
は言えメインは「数学」なので、スラスラ読めないかもしれません。そんなときには、ちょっと易し
めの「数学ガールの秘密ノート」シリーズもあります。中学や高校で数学を捨てたという人こそ、数
学を物語として読むという（いろんな意味で）めまいのしそうな体験をしてみてください。

　ここ数年、統計学に注目が集まっている。統計学は数学的内容を含むことから、理工系学部では必
要であることはわかるものの、人文系や社会科学系の学部に入学した学生にとっては必要ない分野だ
と思いがちだ。しかし、統計学はあらゆる分野で用いられている。経済や経営の分析だけでなく、文
学作品の傾向や裁判の判例、政治の分析等にも統計学は使用されている。また、スポーツデータの解
析にも統計学はよく利用される。世の中に氾濫する数字に踊らされないためにも、統計学は必要となる。
ビジネスの分野では、統計学やビッグデータを使いこなせる人材に対する需要が非常に大きい。また、
そのような専門職はデータサイエンティストと呼ばれ、最も魅力的な職業になるとも言われている。
本書では、このような近年における統計学の注目やその重要性の概観を掴むことができる。まずは、
本書を通して、統計学がどのように使用され、いかに役立つかを知って欲しい。

　「この世界はどこから来て、どこへ行くのか？」人間が昔から抱いてきたこの根源的な疑問に対し、
現代の我々は、少なくとも物質世界に限れば、科学の力で一定の解答を手にすることができる。本書
で著者たちは、現代物理学を基礎に（しかし数式は使わずに！）、ビッグバンによる誕生から現在まで
の、宇宙138億年の歴史を語る。さらに、今からなんと10185 年後に至るまでの、遠い未来の宇宙
の姿をも予測する。誕生時の宇宙の姿が今とは全く異なるように、未来の宇宙もまた何と異なること
か！（原著の出版は1999年で、当時最新の発見、例えば宇宙の加速膨張などは盛り込まれていない。
しかし、それを考慮しても、宇宙のビッグリップの可能性を加える以外、そう大きな内容変更はある
まい。）物理学に基づく宇宙の全史。科学好きならワクワクしながら読めること請け合いだ。「難しそう」
なんて尻込みせずに、理解力と想像力の限界に、果敢に挑んで欲しい。

　様々な道具や品物に囲まれ暮らしているけれど，それらがどこで作られているのかを考えることは滅多
にない。使い捨てを前提とした道具であれば，なおさらだ。でも一つ一つを手にとって，そうしたことに
想いを寄せてみるのも，たまにあって良い。
　今だと雑貨とも呼ばれるような道具や品物のおもしろさを日本各地で発見していったのが，「民藝運動」
で知られる柳宗悦だ。機械に依らない「手仕事」の持つ意味を見つめながら，本書は150ほどの挿絵とと
もに各地の品物を紹介する。索引には，それらに関する1300あまりの名称，700を超える地名がならぶ。
日本地図も掲載された文庫本サイズの本書は，「手仕事」を巡る旅行ガイドブックでもあり，「旅の良い友達」
になるだろう。旅は様々な発見に満ちている。世界は単色ではないからだ。それを教えてくれる一冊である。
　ただし執筆されたのは昭和初期であり，今では「地元」から消滅した「手仕事」もある。それは何なのか？
そして何故なのか？考えるヒントを見つけ出すためにも、まず本書を手に取ることを薦めたい。

『数学ガール』
結城　浩［著］  ソフトバンククリエイティブ　2007年　

『統計学が最強の学問である』
西内　啓［著］  ダイヤモンド社　2013年　

『宇宙のエンドゲーム：誕生（ビックバン）から
終焉（ヒートデス）までの銀河の歴史』

フレッド・アダムズ、グレッグ・ラフリン［著］　竹内 薫［訳］  筑摩書房　2008年　

『手仕事の日本』
柳宗悦［著］ 岩波書店　1985年　

文学部教授

郷式　　徹

経済学部准教授

牧　　大樹

法学部教授

中山　薫二

経営学部准教授

鍬塚賢太郎

瀬田図書館
本館2F開架
410.4/ ﾕﾋｽ /1
資料番号　31205029281

深草図書館　本館開架図書
350.1/ ﾆﾋﾄ
資料番号　11305005597

大宮図書館　2F展示コーナー
540/NIS
資料番号　21305006157

瀬田図書館　本館1F開架
350.1/ ﾆﾋﾄ
資料番号　31300011840

深草図書館
本館開架図書
443.9/ ｱﾌｳ
資料番号　11200013060

瀬田図書館
本館 B1文庫本コーナー
081/ ﾁｸﾏ /1-28-1
資料番号　30800007150

深草図書館
本館開架図書（2層）
081/ ｲﾜﾅ /169-2
資料番号　11300065431

Recommenders：

Recommenders：

Recommenders：

Recommenders：

「学生に薦めたい、この一冊」
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　「化学」と聞いてどのような印象を受けるでしょうか？高校の勉強を思い出して，小難しいと感じられ
るかもしれませんね。でも，実際には私たちの暮らしに密接に関わっていてとても役に立っているのです。
　本書は化学ジャーナリストである著者が，日々の暮らしの中で目にする物や現象に対して抱く素朴
な疑問に対して，化学の知識を使って答えていくというスタイルで書かれています。例えば，疑問の
一例を挙げると「接着剤はなぜくっつくのか」「焼いた肉はなぜおいしい？」「魔女の鼻はなぜ高い？」
という具合です。一見，化学と関係なさそうな疑問もありますが，それぞれの疑問に対して2～3ペ
ージ程度の文量で平易に，しかし，化学の知識に基づいて解説されており，スラスラと読めるものと
なっています。本書を読んで日常の生活の中の様々なことに「なぜだろう？」と思う好奇心を養って
いただくとともに，化学をより身近に感じていただきたいと思います。

　都市論の古典というべきマンフォード『都市の文化』〔鹿島出版会、1974年（原著1938年）〕や、
本を読むとは、社会科学を学ぶとは、を説く、内田義彦『読書と社会科学』〔岩波新書、1985年〕も
是非読んでほしい本であるが、ここでは、本書を取り上げたい。現代は、国民国家・国民経済の時代
からグロ－バル経済の時代に移行したといわれるが、はたして、地域や地方自治の意義が古くなったり、
小さな問題になったりしているわけではない。むしろ逆である。人々の生活の場、住民自治の場であり、
社会問題が生まれ、政策主体が形成され、問題解決の政策学が求められる地域の意義が、歴史上なか
ったほどの重要性を増している。地域と地方自治の現代的意義を理解するには、回り道のようでも、
歴史から理解し、国際比較の視点を持って未来を展望するのが王道であろう。それが本書を薦める理
由である。さらに、著者の『公共政策のすすめ』〔有斐閣、1998年〕などへと読書が進むと嬉しい。

　ある日、「私」のところに高校生が相談に来ました。クラス委員を務めている A君は皆が自分勝手
なことをしていることに悩み、「皆をひとつにまとめるには、どうしたらいいか」と聞きます。「私」
はこれを受けて、「現在の日本の社会もまた、ひどくまとまりがない」状態にあることを指摘し、A君
とともに「まとまりのなさ」について考察を始めます。
　最初の糸口は「権威」という言葉です。そして「権威」と似た言葉として「権力」が取り上げられ
ます。権威主義というものの正体が明らかにされるところは、読んでいて痛快です。また、まとまり
を無理にたもとうとすると権力的な支配に傾くという指摘にはなるほどです。本書は、「まとめようと
する外からの力なしに、ばらばらのままで生きられないだろうか」と問いかけ、まとまりよりも調和
を求めるべきではないかと言っています。多様性の尊重と民主主義を守らなければならない今、ぜひ
読んでほしい本です。

　「津波が来たときに、それでも人を助けなければならない仕事がある。警察官に消防士や消防団、学
校や幼稚園、保育園の先生もそうだろう。だが、病院や福祉施設に共通するのは、動けなかったり動
かすことができなかったりする患者を放ってはおけないことだ（p.116）。」
　「海の見える病院」として、映画のワンシーンにも使われた宮城県石巻市立雄勝病院は、2011年
3月 11日、大津波に襲われた。当時入院中だった40名の入院患者は全員亡くなり、院内にいたと
思われる職員28名も、助かったのは4名だった。
　大事件が起こると人々はそこに注目する。しかし、その当事者でなければ、その出来事はいつしか
歴史の1ページとして収められてしまう。しかし、私たちは傍観者としてではなく、一人の人として、
そこにいたひとりひとりの人生を見つめ、受け止め、理解しようとすることが大切である。彼らが何
を伝えたかったのか、一生懸命感じ取る力を持ちたいと思う。

　最近、奈良県桜井市の纏向遺跡から3世紀前半頃の大型建物跡が出土し、邪馬台国の近畿説に有利
な考古発見とされ、『魏志倭人伝』と共に再び人々の注目を浴びるようになった。それまでの調査、研
究成果を広く紹介するために出された特集が上記の文庫本として再編集された。
　本書の執筆陣は、主に考古・歴史分野の代表的な方であり、最新の知見を分かりやすく解説した、歴史・
考古系の学生にとっては欠かせない文献である。特に故森浩一氏の「これから邪馬台国を学ぶ人へ」は、
「『魏志』倭人伝」だけでなく、「東夷伝」を広く読むべき、「大和」は孝謙天皇の時代に現れた表記なので、
カタカナの「ヤマト」を使うべきだと強調した。田中俊明氏の「『魏志』倭人伝全文を読む」は文献講
読の模範文として一読する価値がある。また、邪馬台国の所在や性格、卑弥呼の正体について様々な見
解が網羅されており、手塚治虫、松本清張など邪馬台国ブームを作った人物の事跡も載っている。

『面白いほどよくわかる化学：身近な疑問から人体・宇宙まで
ミクロ世界の不思議発見！』

大宮信光［著］  日本文芸社　2003年　

『日本の地方自治　その歴史と未来』
宮本憲一［著］  自治体研究社　2005年　

『権威と権力：いうことをきかせる原理・きく原理』
なだいなだ［著］  岩波書店　1974年　

『海の見える病院：語れなかった「雄勝」の真実』
辰濃哲郎［著］  医薬経済社　2013年　

『ここまでわかった !邪馬台国』
『歴史読本』編集部［編］  筑摩書房　2011年　

理工学部教授

岸本　直之

政策学部教授

中村剛治郎

社会学部教授

田村　公江

短期大学部准教授
黒川雅代子

国際文化学部教授

徐　　光輝

瀬田図書館
本館2F開架
430.4/ ｵﾉｵ
資料番号　30405005560

深草図書館
本館開架図書
318/ ﾐｹﾆ
資料番号　10505020316

深草図書館
本館開架図書（2層）
081/ ｲﾜﾅ /888
資料番号　10305040008

大宮図書館
2F開架図書
081/87/888
資料番号　29550516756

瀬田図書館
本館1F開架
369.31/ ﾀﾃｳ
資料番号　31305046012

大宮図書館
3F開架図書
410.1/SHI
資料番号　21100010215

Recommenders：

Recommenders：

Recommenders：

Recommenders：

Recommenders：
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大学図書館活用術
新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。

初めて利用する大学の図書館は、みなさんがこれまで慣れ親しんだ学校図書館や公共図書館とは

雰囲気も随分異なることだと思います。このページでは、大学図書館をみなさんの日常的な勉強部屋として、

また情報を得て思考を深める場所として、”普段使い”をしてもらいたいという思いで、

図書館の特色や活用術を紹介しています。ぜひ、先輩たちの紹介事例を参考にしてみてください。

【はじめの一歩は図書館から】　　文学研究科仏教学専攻修士課程　西山　明範
●200万冊を超える蔵書●

　皆さんはご存じですか？ 龍谷大学図書館には200万冊を超える蔵書があるということを。深草図書館には経済学、
経営学、法学を中心とした社会科学系の資料、大宮図書館には真宗学、仏教学、哲学、歴史学等を中心とした人文科
学系の資料、瀬田図書館には理工学、社会学、国際文化学等を中心とした自然科学系、社会科学系及び人文科学系の
資料など、200万冊の蔵書は分野別で各学舎の図書館に所蔵されています。
　必要な時に必要な資料、つまりはその時の自分に最適な1冊を、200万冊の中から探し出すことはそう容易ではあ
りません。しかし、諦めることはありません。龍谷大学図書館には「R-WAVE」という蔵書検索システムがあり、こ
れを使うことで簡単に目的の書籍に出会うことができるのです。
　「R-WAVE」は、書名・著者名・発行年等の書籍情報を条件として検索することで、所蔵の有無や、その配架場所を
教えてくれます。その際、複数の条件で検索すれば、自分の目的に近い資料が検索できるでしょう。より精度の高い
結果を求めるのであれば、自分が携わる分野に関する知識、語彙を増やす必要があります。たとえば概説書を読むなど、
専門分野の教養を深めることによって。

●書架との対話から●

　書架を眺めることで思いがけない資料と運命的な出会いをする場合もあります。背
表紙を見て、少しでも目に付くものがあれば、手にとって目次を確認するとよいでし
ょう。目次には書名だけではうかがい知ることのできない、その書籍を凝縮した情報
が載っています。目的の書籍に出会えた際は、その前後に配架されている書籍にも目
を向けましょう。図書館には類似した内容の書籍がまとめて配架されています。また、
書籍内の脚注等には引用元の書籍名等、その分野に関連する書籍の情報が記されてい
ます。これらに気を付けていれば、芋づる式に目的の書籍を見つけることができます。
　また、200万冊もの蔵書があるといっても、龍谷大学図書館にあらゆる書籍が網羅
されているわけはなく、当然所蔵していない書籍もあるでしょう。その場合は他の大
学図書館に依頼して取り寄せることができます。これは龍谷大学の各図書館間におい
ても同様です。それらの手続き等、わからないことがあれば、いつでも気軽に図書館
スタッフに声かけてください。皆さんと書籍の良き仲人となることでしょう。

【本を読むだけが図書館じゃない】　　法学部法律学科　彦惣　啓佑
●「学びの場」としての大学図書館●

　大学では学生が中心となって学修を進める演習科目があり、自分たちでレジュメ作成等報告の準備を行う必要があ
ります。その際同じ班の人と発表に向けての話し合い、議論を行うことになると思います。そのような話し合いを行
うときはどこで行えばいいのだろうと悩まれるかもしれません。そんな時は深草図書館を活用しましょう。図書館と
は静かにしないといけない場所なのに話し合いなどできるのか、と疑問に思われる方もいるかもしれません。しかし
深草図書館には話し合いを行うことができる場所があります。今回はその場所について紹介したいと思います。
　深草図書館入口入ってすぐ左手に「グループ学習エリア」があります。そこでは自由に話し合いながら、グループ
学習やディスカッション等を行うことが可能です。図書館で話し合いが出来る、ということはすぐ手の届く所に資料
があるということです。グループ学習エリアの近くには蔵書や判例の検索ができるパソコンが設置されており、必要な
資料はどこにあるか、例えば法学部の学生であればこの判例の内容を知りたい、と思った時にすぐ調べることができま
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【私の本の読み方、探し方】
理工学部情報メディア学科　　松本　浩輝

　私は、Yahoo!知恵袋やツイッターなどを対象に、大規模なデータ（ビッグデータ）の研究をしています。
ある日、研究室の先生が「大規模なデータを処理するには、統計処理が必要だから。」といって、統計学の
本をたくさん持ってきてくれました。研究に必要だからといわれたら、しかたありません。私は読みやす
そうな1冊を選んで読みはじめました。しばらくすると、また先生がやってきていいました。「1つだけで
は不十分。何冊も比較しながら読んでね。それも批判的に。」やるしかないと自分にいいきかせ、がんばり
ました。するとたしかに、一冊だけでは不十分なことがわかりました。 統計学の基本的な考え方について
わかりやすいと感じたのは、『マンガでわかる統計学 -素朴な疑問からゆる～く解説』（大上丈彦：著）でし
た。でも、具体的な例や Excel での処理手順については『ハンバーガーショップでむりなく学ぶ、やさし
く楽しい統計学』（向後千春、冨永敦子：著）、『マンガでわかる統計学』（高橋信：著）がわかりやすかっ
たです。複数の説明があって、選ぶことができることは重要だと思いました。それから、専門用語、例え
ば「標本分散」が本によって異なる意味で用いられることがあるのには驚きました。これも一冊の本だけ
ではわからなかったことです。これらのことを、研究室にお茶を飲みにきた先生に話しました。先生は「へ
ぇ～、すごいね。」といいました。統計学の本をたくさん持ってきてくれたのは、先生の教育的指導だと思
っていたのに。それとも先生はとぼけているのでしょうか。ともかく、「もう少し練習問題がある本、あり
ませんか。」と聞いてみると、「わからない。」とおっしゃいました。しかたありません。自分で探します。
　まずは龍谷大学蔵書検索システム R-WAVE 。「統計学」で書名検索してみると、1084件ありました。
多すぎます。瀬田図書館にあるものにしぼってみても、まだ627件もあります。でも、検索結果を見てみ
ると、「Excel」ではじまる本が何冊もあります。「Excel」が書名にある本なら、やさしい練習問題がたくさ
んありそうです。「Excel」と「統計学」で検索してみると、29件です。ずいぶん減りましたが、まだ多い
です。おっと、「1つだけでは不十分」でした。R-WAVE だけでなく、Amazon でも調べてみよう。
Amazon で「Excel」「統計学」で検索してみると、223件あります。検索順位が1位の『Excelで学ぶ統
計解析』（涌井良幸、涌井貞美： 著）には、「統計の基礎を勉強した人がステップアップするのに最適」と
いうコメントがあります。これ、よさそう。瀬田図書館にもあるし。またお茶を飲みにきた先生に「この
本知ってますか。」と聞いてみると、「うん。Amazon で評判がいいから、買っちゃった。」私と同じことを
してますね、先生。お持ちなら、貸してください。「う～ん、僕の部屋のどこかにあるはずだけど…うん。
探してみるよ。」え、あのカオスから探すんですか。それは無理というか、すごくもうしわけないです。瀬
田図書館で借りてきます。

す。深草図書館のインターネットコーナーに設置されているパソコン内では
法律体系データベース（LEX/DBインターネット等）が利用できるので、そ
こから検索することができます。グループ学習エリアでは、それらを上手く
活用して、多くの人が熱心に議論を交わしています。

●「学習室」も活用しよう！●

　また、深草図書館には「グループ学習エリア」だけでなく、3名以上10名
以内で、図書館の資料を用いてグループ学習を希望する人を対象とした「学習
室」があります。こちらは個室となっているため、より深い話し合いをしたい、
周りの人を気にせず議論をしたいときにお勧めです。本館1階の貸出・返却
カウンターで、手続きをすることにより利用することができます。深草図書館
の各グループ学習室を有効活用し、有意義な時間を過ごしてみてください。
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　昨年度に引き続き、龍谷大学学生と図書館の意見交換の場として、館長懇話会
を実施しました。日常的に図書館の運営やあり方に関心を持っている学生として、
深草図書館と瀬田図書館の学生アルバイト、図書館司書課程（ライブラリーサポ
ーター）の8名と安藤徹図書館長が参加しました。最初は、参加者の自己紹介か
らはじまり、その後、現在の図書館並びに深草に建設される新図書館についてな
どについて意見交換がなされました。参加学生の意見をピックアップしてご紹介
します。

受付館 氏名 学部 学科 学年 書名 著者 出版社
大賞 楠本　祐希 経済 1 『怪談』 ﾗﾌｶﾃﾞｨｵ ･ ﾊｰﾝ 集英社
大賞 佐竹　青空 社会 臨床福祉 4 『アンダーグラウンド』 村上春樹 講談社
優秀賞 清　麻梨子 経済 国際経済 4 『天国旅行』 三浦しをん 新潮社
優秀賞 永田　雄暉 経済 国際経済 3 『奥羽永慶軍記』 戸部正直 人物往来社

優秀賞 趙　　夢盈 経営 経営 1
『こんなに面白かった！
「ニッポンの伝統芸能」』

斎藤孝 PHP研究所

優秀賞 寸　　鳳美 政策 政策 2 『日中の壁』 日中ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ交流会議編 築地書館
優秀賞 南　伸之介 社会 社会 3 『永遠の0』 百田尚樹 太田出版

「私のお薦め本コンテスト」　受賞者　一覧

私のお薦め本コンテスト
－ My Favorite Book－

　2回目の開催となる2013年度には、全学部から
43篇の作品の応募があり、大賞2篇と優秀賞 5篇
が入選となりました。お薦め本コンテストは2014
度も実施予定ですので、皆さん奮ってご応募ください。

Library News
学部名 応募数 学部名 応募数
文学部 15 社会学部 3
経済学部 12 国際文化学部 3
経営学部 4 政策学部 2
法学部 3 短期大学部 0
理工学部 1

計 43

11
29

〈日  時〉2013年11月29日（金）　11：00～12：00
〈場  所〉深草学舎　8号館第5共同研究室館長懇話会

◆日頃龍谷大学図書館に対して考えていることは？
・深草で学生選書がなくなったのが寂しい。（11/29時点では深草では未実施。12月に実施された）
・瀬田には、資格・就活関連資料が沢山あるのがうらやましい。
・瀬田は、フロア毎に社会・自然・人文科学と分かれているので資料を探しやすいが、深草はわかりにくい。
・大宮は、積層開架と普通の開架の区別がついていない人が多いようで、資料配架がわかりにくいのでは。
・図書館の貸出の栞の裏面に名言・名台詞が書いてあるのが面白い。名言は600種類以上あって、学生の中にはコレクターもいる。

◆深草新1号館（新図書館）について、館長から図面を見せながら概要説明。
・フロア毎のゾーニング（サイレントエリアと少し会話しながら使える場所との切り分け）は、
かえって使いづらい人がでてくるのでは（うるさい場所には行きづらい人も）。

・ゾーニングはもっと利用者にわかりやすくしないといけないのでは。
・リーディングテラスの飲食自由は管理が大変そう。
・スペース的に書架が足りなくなる可能性はないの？・電子書籍など書架狭量対策は？
・図書館の利用者数を増やすことが目的なのか。頻繁に図書館を利用する者にとって、
利用者増は騒がしくなるだけ。龍谷大学図書館はどういう図書館を目指しているのか。

　館長からのまとめ　
・改善できることは、すぐに実施したい。
・学生の利便性、快適性を向上させ、かつ多様なニーズを満足させられる図書館を目指している。
・その結果として図書館の居心地の良さで利用者数が増えれば良いと考えている。
・図書館利用者の中心はあくまでも学生。いかにみなさんの学習を支援をするかが課題。
・今後も学生のみなさんにいろいろ教えて欲しい。学生のみなさんと一緒に図書館を良くしていきたい。

　今後も、図書館は学生との意見交換を適宜実施することを計画しています。学生のみなさんの図書館に対する、多様なご意見・
ご要望をお寄せください。

　2015年 4月にオープンする深草キャンパスの新1号館は、スチューデントコモンズ、グローバルコモンズ、リサーチコ
モンズ（いずれも仮称）が有機的に連携した、アクティブラーニングの拠点に相応しい建物となります。特に新1号館内の新
図書館は、リサーチコモンズの役割も担うこととなり、学生の主体的な学びのための様々な仕掛けや仕組みが現在検討されて
います。まさに図書館には新しい役割や機能が求められているといえるでしょう。
　本特集では、「学生とともに創る大学図書館」をコンセプトとして、2013年度の図書館の様々な取り組みを振り返ることとしま
した。

学生とともに創る大学図書館

● グループ学習エリアを中心に様々な図書館の活動を行いました！
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　深草図書館グループ学習エリアで、「龍谷大学図書館第1回ビブリオバトル」が開催されまし
た。当日は、5名のバトラー（出場者）が、それぞれのお薦め本を持ち寄り、時には真面目に
また時には笑いを誘いながら、熱いトークを繰り広げました。ディスカッションタイムも30
名を超える観戦者から多くの質問が出され、大いに盛り上がる会場となりました。
　最終的な投票の結果、記念すべき第1回チャンプ本は、経済学部2回生の大瀧佳輝さんの紹
介した下記の本に決定しました。

「ビブリオバトルに参加して」

◎今回、記念すべき第一回ビブリオバトルに参加することができ、大変嬉しく思っています。開
催にあたって尽力してくださった皆様に対しまして、感謝いたします。また、私が紹介した本に
多くの方々が興味を持っていただくことができ、本当によかったです。本に対しての自分の気持
ちをしっかりと表現できたことが結果につながったと思います。大学図書館主催のビブリオバト
ルにもっと人が参加してくれるようになればいいなと思いました。（経済学部2回生　大瀧佳輝）

12

12

19

20
　ライブラリーサポーターは、図書館司書課程を受
講している学生さんを対象として、ボランティアと
して図書館での様々な活動に携わってもらいたい、
という趣旨のもと募集が行われ、今年度は10名の
方からの応募がありました。既に、ライブラリーサ
ポーターには、館長懇話会への参加や、『Libれぽ』
の原稿作成等にも関わってもらっています。

　任命式では、図書館長からライブラリーサポータ
ーに任命書とネームフォルダーが手渡されました。
来年度以降の実質的な活動の充実に向けて、今後も
ライブラリーサポーターの存在に期待してください。

〈日  時〉2013年 12月 19日（火）　15：00～16：00
〈場  所〉深草図書館　グループ学習エリア

〈日  時〉2013年 12月 20日（金）　12：45～
〈場  所〉深草図書館　グループ学習エリア

ビブリオバトル

「ライブラリーサポーター」任命式

チャンプ本：　『絵で見る十字軍物語』（塩野七生著）

今回紹介された本とバトラーは以下のとおりです。（当日発表順）
１．『虐殺器官』（伊藤計劃著）　経済学部3回生　吉田春樹　【瀬田図書館所蔵】
２．『絵で見る十字軍物語』（塩野七生著）　経済学部2回生　大瀧佳輝　【瀬田図書館所蔵】
３．『ICO：霧の城』（宮部みゆき著）　文学部1回生　宮岸良太
４．『陽だまりの彼女』（越谷オサム著）　文学部1回生　塚本忠　【深草図書館・瀬田図書館所蔵】
５．『夏みかん酢つぱしいまさら純潔など：句集「春雷」「指輪」』（鈴木しづ子著）文学部1回生　森本直樹

1．発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まる。
2．順番に一人 5分間で本を紹介する　
3．それぞれの発表の後に参加者全員でその発表に関するディスカッションを 2～ 3分行う。
4．全ての発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした投票を
参加者全員一票で行い、最多票を集めたものを『チャンプ本』とする。

ビブリオバトルとは？ 【参考】（ビブリオバトル公式ホームページより）

　ビブリオバトルは誰でも（小学生から大人まで）開催できる本の紹介コミュニケーションゲームです。
「人を通して本を知る。本を通して人を知る」をキャッチコピーに日本全国に広がっています！

ビブリオバトル公式ルール（ビブリオバトル普及委員会）

ライブラリーサポーターの発足にあたって　文学部准教授　柳　勝文
　ライブラリーサポーター就任おめでとう。すでにパンフレット原稿を書いてくれた人もいますが、ライブラリーサポータ
ーにはファシリテータ（容易にする人）であることを期待します。みんなに図書館のことをもっとよく知ってもらってもっ
と使ってもらう「きっかけづくり」をしてもらえるとうれしいです。サポートデスクを作って都合のつくときに座って対応
したり、ガイドツアーをしたり、図書館利用講座をしたり、IDフォルダーをぶら下げて館内を歩いて質問に答えたり、サー
ビスを紹介するミニパンフレットや POPを作ったり、いろんなことが考えられます。何もしないこと（？）もできます。楽
しいことや面白いことをして他の人にも広がっていくよう積極的にアイデアを提案してもらえるといいなあと思います。

VOL.2
TOPICS❶ 図書館アルバイトに訊いてみよう
❷ アルバイトのオススメ本は？
❸ 「My Library」サービスを利用していますか？

❹ 瀬田図書館のオススメスポット

TOPICS

VOL.

れぽ！
（Ryukoku Library
れぽーと！）

【図書の「返却期限栞」を集めてみませんか】　

　みなさんは龍谷大学の図書館で本を借りられたことがありますか。本を借りた時

には、返却期限日が書かれた栞のようなものが挟まれますが、その裏に格言や名台詞

( めいせりふ ) が載っていることをご存知ですか？

　栞に書かれている名台詞等は、図書館の職員の方がインターネット等で検索された

ものだそうです。以前は、裏には何も書かれていなくて、それではもったいないと思

われ、10年度ほど前から名台詞等を載せることを思いつかれたようです。当初は、

格言のみでしたが、ネタがつきたため映画の台詞に変更され、最近は映画だけでなく

様々なメディアから採用されているそうです。

　そして、この栞の種類は全部で600から 700種類ほどあるようです。大学生が4

年間で借りる本は、多い人で 500冊ぐらいです。つまり、よほどのことがないとこ

の栞を全部揃えることができません。「全部集めてやる！！」という気概のある方は

チャレンジしてみてはいかがでしょうか？（ライブラリーサポーター　文学部二回生　八上瀬莉菜）

Libれぽ！| 1

Libれぽ！

【図書館司書課程の先生から】
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平岩弓枝先生が大宮図書館に来館されました。
　2013年 11月 2日（土）に、直木賞作家であり紫綬褒章の受勲者でもある平岩弓枝先
生が、本学に来校された折、大宮図書館にも立ち寄られ、貴重書である『解体新書』や『平
家物語』などを見学されました。
　平岩先生は、江戸時代に出版された『解体新書』の解剖図の精密さに驚かれながら、当時
の杉田玄白をはじめとする蘭学者の情熱に感心されていました。また、ご自身が大河ドラマ
の脚本を執筆された時の思い出を話されながら『平家物語』を感慨深くご覧になられました。

図書等の貸出冊数が変わりました！！
　2014年度から学部学生をはじめとする利用者の貸出冊数が変わり
ました。例えば、貸出冊数の上限が、学部学生ではこれまでの6冊から、
10冊へと引き上げられています。一度に多くの図書を貸出できるよう
になりましたので、レポートや卒論などの学修に役立ててください。
＊この他、非常勤講師や研究所客員研究員などの方々も貸出冊数の上限が引き上げられました。詳し
くは、図書館ＨＰなどをご覧ください。

学生選書を開催しました。
　図書館では、各館で学生選書を行っています。参加した学生が直接書店に出向いて、図書館に並べてほしい本を選んでもらうと
いう企画です。普段の授業等で利用する図書資料とは違った視点から、ユニークな本がたくさん選ばれています。
　2013年度は、以下のとおり、深草図書館、大宮図書館、瀬田図書館の3館で学生選書が行われました。その際に選ばれた本は、
各館の学生選書コーナーに配架されています。みなさんの知的関心を刺激するいろいろなジャンルの本がありますので、ぜひ手に
とって読んでみてください。
　なお、2014年度も学生選書を開催する予定です。各館により実施時期は異なりますが、掲示等でお知らせしますので、選書
に参加したい方はご応募ください。

図書館 開催日 選書図書
深草図書館 2013年12月12日（木）『クマのプーさんの哲学』／ジョン・T・ウィリアムズ著 ; 小田島雄志 , 小田島則子訳　他　合計49冊

大宮図書館 2013年 11月 2日（土）『手のひらにのる骨董：美しき日本の小さなこころ』／貴道裕子 著　他　合計106冊

瀬田図書館 2013年 11月 5日（火）『何のために生まれてきたの ? ： 希望のありか』／やなせたかし 著　他　合計138冊

変更前 変更後

学部学生・短期大学部学生
留学生別科生
科目等履修生
単位互換履修生

6冊以内 10冊以内

卒業生 3冊以内  6冊以内

●図書館トピックス

　講師は、文学部の三原龍志先生で、「企業はどんな文章を必要としているか」「企業はどんなコミュニケーション
能力を求めているか」といった観点に留意して、「思考マップ」に基づいたワークショップ形式でのセミナーを開
催していただきました。
　当日は、深草キャンパスの学生はもちろん、大宮と瀬田の各キャンパスからの学生も参加し、活気のあるセミナ
ーとなりました。

参加した学生からは、次のような感想をいただきました。
◎文章を書くときに、ただ書いているだけのことが多く、自分でもよくわからない文に
　なっていたので、対象と目的を意識してこれからは取り組んでいきたい。
◎具体的で簡潔に書いてある文章が読みやすい文章であると再認識できました。
◎「思考マップ」を使ってみると、非常に楽に文章を作ることができました。
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〈日  時〉  2013年 7月23日（火）13：00～ 14：15
〈場  所〉深草図書館　グループ学習エリア文章力アップセミナー
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